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弘前大学特別講演会を開催

本学では，アテネオリンピック体操団体競技金メダリストの中野大輔選手（福岡教育大学大学

院２年）を迎え 「夢・オリンピック出場 そして金メダル」と題した特別講演会を開催しまし，

た。

講演では中野選手が自らの体操人生を振り返り，体操を始めたきっかけ，地方の地域からオリ

ンピック選手を目指し代表選手になるまでの苦労，アテネオリンピックでの裏話，ケガをしたと

きやリハビリを乗り越えた時の心境など，ユーモアを交えて約１時間にわたり熱弁をふるってい

ました。

中野選手は現在もケガからのリハビリ中ですが 「これを自分に課せられた試練と受け止め，，

夢に向かって毎日を大事に過ごして行きたい，北京オリンピックで金メダルを取りたい」という

熱い想いを語っていました。

会場には２００人以上の観客が集まり，観客からの質問では 「食事で気をつけている点は何，

か 「目標に対してのモチベーションの持ち方 ，体操を習っているという小学生からは「小学」， 」

校の時はどんな練習をしていたか」など多くの質問が寄せられ，終始和やかなムードでこの会を

終えました。

また，講演会に引き続き，福岡教育大学平田哲史教授，弘前大学教育学部清水紀人教授を交え

てのトークショー，サイン会などが行われました。

挨拶をする遠藤学長 金メダルを披露する中野選手

たくさんの観客で埋め尽くされた会場 トークショーの様子
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ダルハウジー大学での研修に関する報告会

「 に参加して」を開催Recording Teaching Accomplishment Institute

６月２７日（火）総合教育棟２階大会議室において『ダルハウジー大学での研修に関する報告会

「 に参加して 』を開催しました。Recording Teaching Accomplishment Institute 」

同大学は，学生数15,500名を擁する州立の総合大学であり，1995年から，大学教員が自己の教育実践活

動を自らの手で文書に残す「ティーチング・ポートフォリオ（大学教員による教育業績ファイル）と呼ば

れるワークショップを実施し，カナダはもとよりアメリカ，イギリスからも毎年多くの教員が参加してい

ます。

そこで，平成18年度年度計画の項目「ＦＤの全学的推進」を遂行させるために，同大学のワークショッ

プ（ （ ）に５日間，本学教員４名が参加修了し，テCentre for Learning and Teaching Halifax, Canada）
ィーチングポートフォリオの専門家としての資格認定証を受けたものであります。

本報告会には，須藤理事（教育・学生担当）はじめ関心ある教員が参加し，資格認定証を受けた，土持

Carpenter,ゲーリー法一教授（21世紀教育センター高等教育研究開発室 ，鬼島宏教授（医学部医学科 ，） ）

教授（人文学部 ，木村宣美教授（人文学部）の順で熱のこもった報告があり，また質疑応答Victor Lee ）

， ， 。をつうじ 時間内に報告しきれなかったことについて 互いに授業改善に関する意見の交換がありました

ティーチングポートフォリオに参加した木村教授， 参加者の質問に答える土持教授

教授，土持教授，鬼島教授Carpenter
（向かって左から）
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「学長と新入生の保護者との懇談会」を実施

本学では，学生の保護者への情報提供，連携体制の強化を図ることを目的として，５月２１日～６

月１０日の４週間に渡り，計４回，新入生の保護者を対象とする学長懇談会を実施しました。

懇談会は，学長及び総務担当理事がそれぞれの地区に出向き行われ，弘前大学の現状，教育体制，

就職支援体制及びクラス担任制度・相談コーナー等学生への諸支援体制などについて説明しました。

昨年度は，参加の対象を青森県内出身の新入生の保護者に限定していましたが，今年度は全国の新入

生の保護者を対象として，弘前市の他に札幌，仙台，東京の計４会場で実施し，合計１２７名の出席

がありました。

質疑応答では，学生生活についての質問・要望等活発な意見交換が行われ，保護者の方々からは，

「法人化後の大学がどのように変わったか 「地域との連携の試みはどのようなものがあるか 「遠」 」

方に住んでいるため大学の情報を得る機会が少ないので，懇談会は貴重な機会だ」など，たくさんの

質問や感想等が聞かれました。

この懇談会の実施により，保護者の方々の弘前大学に対する理解が深められるとともに，学外者か

らの視点で見た本学に対する意見，要望・提案等を伺うことができ，今後の管理・運営の一助となり

ました。

遠藤学長と説明に聴き入る保護者の方々
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総人件費削減に関する基本方針に係る説明会を実施

本学では，５月２３日から６月１５日までの間，５学部（医学部にあっては医学科と保健学科

を別に）の教職員を対象に総人件費削減に関する基本方針に係る説明会を実施しました。

これは，遠藤学長が，平成１８年度から平成２２年度までの５年間に概ね５％の人件費の削減

を行うことを全教職員に周知するために行ったものです。

説明会では，遠藤学長から，人件費削減のための取組方針が説明され，教員に関しては，部局

毎の総人員及び総人件費の上限を設定し，その範囲内で部局長が人事計画を行うことや，定年退

職者等の後任補充の抑制を図ること，また，教授，助教授，講師，助手の人員構成の適正化を図

ること等が，教員以外の職員に関しては，業務の効率化・合理化を抜本的に推進し，人件費の削

減を図ること等の方針が示されました。

また，この説明会では暫定評価への対応についても触れ，第１期中期目標に対する暫定評価に

向けてのスケジュールを教職員へ示し，中期目標完遂を目指すことを確認しました。

説明する遠藤学長
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弘前大学遺伝子実験施設竣工１０周年記念シンポジウムを開催

弘前大学遺伝子実験施設が竣工１０周年を迎えました。

平成１８年６月３０日（金）午後１時から、弘前大学創立５０周年記念会館みちのく

ホールにおいて竣工１０周年記念シンポジウムを、６時からは弘前大学生協スコーラムで

竣工１０周年記念祝賀会を開催しました。

シンポジウムでは「弘前大学の遺伝子研究」をテーマに 「高等植物における環境応答、

性 遺伝子の解析」赤田辰治（遺伝子実験施設 「ウイルスが大豆の上で をさMYB RNAi）、

けぶ－大豆が黄色い理由について－」千田峰生（遺伝子実験施設 「免疫応答・炎症反）、

retinoic acid-inducible gene-I (RIG-I) tmRNA応を制御する新しい因子 」今泉忠淳（医学部 「）、

」 （ ）、による の分子メカニズム： 姫野俵太 農学生命科学部trans-translation molecular mimicry?
「遺伝子多様性の解析とその利用－病原体（菌類、ウイルス、ウイロイド）を例に－」佐

野輝男（遺伝子実験施設）と題した研究紹介とそれに対する活発な質疑応答がなされまし

た。

竣工１０周年記念祝賀会には施設利用教員・事務系職員など約４０名が出席し、遠藤

学長、齋藤健一初代施設長、新関稔元施設長の各先生方からご祝辞を戴いた後、加藤副学

長のご挨拶と乾杯で始まり、武藤昱前施設長の締めのご挨拶と乾杯までの約２時間、竣工

に至る経緯、竣工後１０年間の施設運営に直接関わった専任教員と技術補助員への慰労、

そして遺伝子実験施設の今後の発展などを話題に大いに盛り上がりました。

記念祝賀会での遠藤学長あいさつ
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外国出張

職 名 氏 名 渡 航 目 的 目 的 国 期 間

教 授 中路 重之 オタゴ大学理学療法部と弘前大学医学部社 ニュージーランド 18. 6. 3

～

(医) 会医学講座の人材交流に関する討議

18. 6. 8

助 手 大徳 和之 2006 出席 アメリカ合衆国 18. 6. 6Annual Scientific Meeting

～

（医） (The International Society for Minmally
) 18. 6.11Invasive Cardiothracic Surgery

教 授 福田 幾夫 アメリカ合衆国 18. 6. 7Association of American Medical

～

（医） 訪 問 及 びcolleges Harvard Medical
出席 18. 6.18School Seminar

教 授 八木橋操六 第66回アメリカ糖尿病学会出席及びトロン アメリカ合衆国 18. 6. 9

～

（医） ト大学内科 . 教授訪問（糖尿病の合V Bril
併症疫学の研究資料収集） 18. 6.15

助教授 玉澤 直樹 第66回アメリカ糖尿病学会出席 アメリカ合衆国 18. 6.10

～

（医）

18. 6.14

教 授 奥村 謙 2 0 0 6 出 席 ( 1 5 フランス共和国 18. 6.13Cardiostim thWorld

～

（医） Congress in Cardia Ectrophysiology and
) 18. 6.18Cardiac Techniques

助教授 玉澤 直樹 イタリア共和国 18. 6.18XIV International Symposium on

～

（医） 出席Atherosclerosis
18. 6.23

助 手 村上 宏 イタリア共和国 18. 6.19XIV International Symposium on

～

（医） 出席Atherosclerosis
18. 6.23

教 授 須田 俊宏 米国内分泌学2006出席 アメリカ合衆国 18. 6.23

～

（医）

18. 6.27
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職 名 氏 名 渡 航 目 的 目 的 国 期 間

教 授 佐藤 達資 .との共同研究打合 中華人民共和国 18. 5.31Unic Technologies Inc

～

（医） わせのため

18. 6. 3

教 授 宮越 順二 の第28 メキシコ合衆国 18. 6.10The Bioelectromagnetics Society

～

（医） 回年次大会に出席のため

18. 6.17

助 手 櫻井 智徳 の第28 メキシコ合衆国 18. 6.10The Bioelectromagnetics Society

～

（医） 回年次大会に出席のため

18. 6.17

講 師 杉本 一博 第66回アメリカ糖尿病学会学術集会出席 アメリカ合衆国 18. 6. 9

～

（病）

18. 6.13

講 師 松井 淳 第14回国際動脈硬化学会出席 イタリア共和国 18. 6.18

～

（病）

18. 6.23

助 手 崎原 哲 国際神経内分泌会議（第6回）及び米国内 アメリカ合衆国 18. 6.19

～

（病） 分泌学会（第88回）出席

18. 6.28

助 手 棟方 聡 第9回国際脳血管攣縮学会出席 トルコ共和国 18. 6.27

～

（病）

18. 7. 2

医 員 菊池 明 ライティングトンジャパンヒップコース出 連合王国 18. 6.17

～

（病） 席，マンチェスター大学及びロンドン大学

での研究資料収集 18. 6.23

教 授 澤田 英夫 第16回界面活性剤国際会議にて研究成果発 大韓民国 18. 6. 5

～

(理工) 表

18. 6. 8

助教授 妻木 勇一 平成18年度文部科学省「大学教育の国際化 フランス共和国 18. 6. 1

～

(理工) 推進プログラム」により先端的研究の推進

と教育・地域への成果還元を図るため 18.11. 7
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職 名 氏 名 渡 航 目 的 目 的 国 期 間

助教授 市村 雅一 欧 州 観 測 ロ ケ ッ ト 打 ち 上 げ 基 地 スウェーデン王国 18. 6.10

～

(理工) にて長時間気球による宇宙線ESRANGE
観測実験を実施するため 18. 6.28

助教授 岡崎 禎子 日仏共同セミナー“ フランス共和国 18. 6.20Intelligent Materials

～

(理工) 2006”にて研究成果発表and System
18. 6.26

助教授 小松 尚夫 応用科学大学にて数学と暗号学の ドイツ連邦共和国 18. 6.28FHDW

～

(理工) 研究推進のためのセミナーに参加

18. 7. 9

助教授 牛田 千里 研究成果発表 アメリカ合衆国 18. 5.28

～

(農生)

18. 6. 8



- -9

諸 会 議

▼役員会

６月９日（金）

審議事項

１ 弘前大学大学院理工学研究科規定の一部改正について

２ 「弘前大学大学院保健学研究科保健学専攻(博士後期課程)」設置の承認について

報告事項

１ インターンシップの受け入れについて

２ 平成18年度国立大学協会東北地区支部会議報告

６月１９日（月）

審議事項

１ 平成19年度概算要求について

２ 平成17事業年度財務諸表について

３ 弘前大学学術研究推進戦略(案)について

４ 経営協議会（６月２０日）の議題・報告事項について

報告事項

１ 大学病院を有する国立大学長の会

２ 平成１８年度国立大学協会総会

３ 国立大学法人学長・大学共同利用機関法人機構等会議

４ 事務局棟のアスベスト除去工事について

５ 平成１８年度学長保護者懇談会について

６ 保育所の設置について

６月２０日（火）

審議事項

１ 平成17事業年度に係る業務の実績に関する報告書（案）の承認について

２ 大学機関別認証評価の自己評価書（案）の承認について

３ 平成19年度概算要求について

４ 平成17事業年度財務諸表について

報告事項

なし

６月２６日（月）

審議事項

１ 国立大学法人弘前大学職員就業規則の一部改正について

報告事項

１ 大学機関別認証評価に係る訪問調査について

２ 弘前労働基準監督署による是正勧告書及び指導票について

３ 国立大学法人等業務実施コスト計算書の修正について

４ 平成18年度監事監査計画書について

５ 弘前大学鷹揚さくら会の開催について

６ 各学部等学長説明会における要望・質問概要等について

７ その他
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▼教育研究評議会

６月 ６日（火）

審議事項

１ 弘前大学大学院理工学研究科規定の一部改正について

２ 平成17事業年度に係る業務の実績に関する報告書（案）について

３ 弘前大学大学院保健学研究科保健学専攻（博士後期課程）の設置について

４ 大学機関別認証評価の自己評価書（案）について

報告事項

１ 教員人事について

（1）教員の採用・承認

２ 附属図書館長の選考について

３ 平成17年度卒業者の就職状況について

４ 平成18年度東北地区国立大学法人学生関係副学長・部課長会議報告

(1) 平成18年度東北地区大学等学生指導職員研修会実施要項について

(2) 第８回東北地区国立大学法人及び独立行政法人国立高等専門学校就職指導担当職員研

修会実施要項について

(3) 平成18年度東北地区大学総合体育大会について

(4) 法人化以降における学生支援・サービスの対応等について

５ 平成19年度入学者選抜個別学力検査の学外試験場について

６ 大学院の部局化について

７ 委員会報告

（1）21世紀教育センター運営委員会

（2）教育・学生委員会

（3）臨時入学試験改善委員会

８ その他

（1）次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業委託事業公募について

（2） についてJABEE
（3）弘前大学出版会２周年記念の講演会について

（4）附属図書館長の退任について

（5）経営協議会の委員について

（6）次回以降の開催予定日について

▼教育・学生委員会

６月２８日（水）

議 題

１ 今後の「授業改善計画書」の取扱いについて

２ 平成18年度前期「学生による授業評価アンケート調査」の実施について

３ 平成17年度授業方法改善のための学生による授業評価に関するアンケート調査報告書の作

成について

４ 高等学校訪問について

５ 学務情報システムの構築について

６ 授業料未納者の督促について

７ 学生からの提案について

８ その他

報告事項

１ 「弘前大学インターンシップ」の実施について

２ 1日体験入学（七戸高等学校）について
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３ 第３回弘前大学 ワークショップの実施についてFD
４ 平成18年度前期授業料免除者の選考結果について

５ 平成17年度特に優れた業績による返還免除の認定結果について

６ 平成18年度体力・運動能力調査について

７ 学生寮の消防訓練について

８ 学生ボランティア活動団体への助成採択通知書の交付について

９ 全国大学入学者選抜研究連絡協議会について

10 北東北地区大学ガイダンスセミナーについて

21世紀教育センター運営委員会▼

６月２２日（木）

報告事項

１ センター長報告

２ 専門委員会報告

(1) 教務専門委員会

(2) ・広報専門委員会FD
(3) 点検・評価専門委員会

３ 教育・学生委員会報告

４ 科目主任会報告

５ その他の報告

審議事項

１ 国際交流科目（日本語・日本事情）による担任の代替について

２ 平成18年度北東北国立３大学単位互換実施要項について

３ 平成18年度非常勤講師による授業計画の変更について

４ トレーニング機器の受け入れ提案について

５ その他



発　 令　　年
月日

現　職（所属） 氏      名 異　動　内　容

１８．６．１ 松　﨑　正　敏 助教授（農生）

１８．６．１ 大　河　　　浩 助教授（農生）

１８．６．１ 伊　藤　　　忠 助手（医･医）［23．5．31まで］

１８．６．１ 鈴　木　　　香 助手（医･医）［23．5．31まで］

１８．６．１ 西　村　美　八 助手（医･保）

１８．６．５ 加　藤　伸　吾 教諭（附幼）［18．7．14まで］

１８．６．17 千　葉　千　鶴 看護師（病）［19．3．31まで］

１８．６．22 山　内　絵美子 看護師（病）［19．3．31まで］

発　 令　　年
月日

現　職（所属） 氏      名 異　動　内　容

１８．６．１ 助手（農生） 松　山　信　彦 助教授（農生）

１８．６．１ 助手（病） 皆　川　正　仁 講師（医･医）［25．5．31まで］

[配置換］
発　 令　　年

月日
現　職（所属） 氏      名 異　動　内　容

１８．６．１ 助手（医･医） 谷　口　　　哲 助手（病）

[併 任]
発　 令　　年

月日
現　職（所属） 氏      名 異　動　内　容

１８．６．１ 教授（医･保） 木　田　和　幸 医学部副学部長[19．5．31まで]
１８．６．１ 教授（医･保） 對　馬　　　均 医学部保健学科長[19．5．31まで]
１８．６．16 教授（医･医） 正　村　和　彦 附属図書館長[20．3．31まで]
１８．６．16 教授（理工） 雨　森　道　紘 附属図書館長（解）

発　 令　　年
月日

現　職（所属） 氏      名 異　動　内　容

１８．６．１ 事務職員（農生） 成　田　和　香 育児休業より

[任 命]
発　 令　　年

月日
現　職（所属） 氏      名 異　動　内　容

１８．６．１ 教授（医･保） 對　馬　　均 教育研究評議会評議員[19．5．31まで]

１８．６．16 教授（医･医） 正　村　和　彦 教育研究評議会評議員[20．3．31まで]

１８．６．16 教授（理工） 雨　森　道　紘 教育研究評議会評議員（免）

［復　職］

［採　用］

［昇  任］

人　　　事　　　異　　　動

－12－ 



［育児休業］
発　 令　　年

月日
現　職（所属） 氏      名 異　動　内　容

１８．６．８ 看護師（病院） 齋　藤　夏奈子 18.9.30まで

１８．６．17 看護師（病院） 菊　池　真紀子 19.3.31まで

１８．６．22 看護師（病院） 須　藤　典　子 19.9.30まで

[休職更新]
発　 令　　年

月日
現　職（所属） 氏      名 異　動　内　容

１８．６．１ 事務職員（農生） 田　中　雄　一 18.8.31まで

発　 令　　年
月日

現　職（所属） 氏      名 異　動　内　容

１８．６．１ 事務職員（農生） 西　谷　麻　香 辞職[平成18年5月31日限り任期満了]

１８．６．５ 医学科総務グループ主任（医） 中　山　和　芳 辞職

１８．６．30 事務職員（総･人） 春日川　真　寛 辞職

１８．６．30 助手（病） 新　明　康　宏 辞職

１８．６．30 助手（医･医） 清　水　美貴子 辞職

１８．６．30 助手（医･医） 樋　熊　拓　未 辞職

１８．６．30 助手（医･医） 柳　町　　　幸 辞職

［退職・辞職］

－13－ 
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主要日誌

６月１日 学長説明会（教育学部）

２日 学長オフィスアワー

３日 弘前大学長と新入生の保護者との懇談会（札幌）

６日 運営会議

教育研究評議会

８日 総合文化祭実施委員会

９日 役員会

学長説明会（保健学科）

10日 弘前大学長と新入生の保護者との懇談会（東京）

15日 学長オフィスアワー

学長説明会（理工学部）

18日 学長オフィスアワー

総合文化祭合同委員会

19日 役員会

20日 経営協議会

臨時役員会

26日 ねぷた実行委員会

役員会

30日 竣工10周年記念 遺伝子実験施設シンポジウム
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学内規則

（平成１８年４月１日改正）

○ 国立大学法人弘前大学工事請負契約事務取扱細則の一部改正

政府契約の支払遅延に関する遅延利息の率を定める件（昭和 年大蔵省告示第 号）の一24 991
部改正に伴い，文部科学省発注工事請負等契約規則（平成 年文部科学省訓令第 号）が改正13 22
されたことにより，同規則を準用しているこの細則の遅延利息等の率に関する規定を改正するた

め，この細則の一部を改正した。

○ 国立大学法人弘前大学契約事務取扱細則の一部改正

政府契約の支払遅延に関する遅延利息の率を定める件（昭和 年大蔵省告示第 号）の一24 991
部改正に伴い，文部科学省発注工事請負等契約規則（平成 年文部科学省訓令第 号）が改正13 22

， ，されたことにより 同規則を準用しているこの細則の遅延利息の率に関する規定を改正するため

この細則の一部を改正した。

（平成１８年５月８日改正）

○ 弘前大学附属図書館長候補者選考規程の一部改正

附属図書館長の選考の機関を改めるため，この規程の一部を改正した。

○ 国立大学法人弘前大学職員の育児又は介護に伴う早出遅出勤務に関する規程の一部改正

近時の児童を取り巻く社会情勢の変化に鑑み，育児に伴う早出遅出勤務の対象範囲を拡大する

ため，この規程の一部を改正した。
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訃報

医学部附属動物実験施設 助手 石田 邦夫 氏には，

６月７日（水）午後１０時３０分御逝去されました。

享年 ５７歳

ここに，謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈りいたします。

本学名誉教授 岩 渕 隆 氏には，

６月２６日（月）午後５時４７分御逝去されました。

享年 ７８歳

ここに，謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈りいたします。



弘前大学学報第27号

弘前大学総務部総務課
036-8560　弘前市文京町１
電話　(0172)36-2111
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